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駿河湾横断距離の経年変化と、駿河湾北部の局所的な歪み

Distance trend across the Suruga Bay
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我々は５０ｋｍの距離を高精度で測定できる光学的精密測量器を開発し、
過去１２年間にわたって駿河湾横断距離を観測してきた。
駿河湾横断距離は、フィリピン海プレートとユーラシアプレート上にあり、
開発当初は、１ｃｍ／年の収縮が予想されていたが、測定データからは、
１９９３年まで、そのような収縮は観測されなかった。
しかし、その後、細かな変化が重畳した収縮に転じた。
また、この時期になると、駿河湾北部においても駿河湾横断方向の動きと
は別の歪みが存在している事がわかった。

我々は駿河湾の横断距離を直接測定する目的で、気象の影響を補正でき
る光学的な精密測量技術（１）（２）を用い、１９８７年以来１２年間にわたっ
て観測を継続してきた。その一部は既に報告（２）（３）したが、今回は全体
の傾向を纏めて概観したい。
興津―達磨山基線（３２．０９６ｋｍ）は規定されるフィリピンプレートの圧縮
方向に沿うものであり、興津―大峠基線（４５．７７２ｋｍ）は伊豆半島南端
の動きを知るためのものである。興津―日本平基線（１０．２２６ｋｍ）はこれ
らと直交しており、プレートの圧縮と比較するために設定した。
太約の傾向としては、停止と進行の時期とがある。１９９３年ころまでは、
横断距離の変化が少ない時期が続いた。その後は１～１．５ｃｍ／年の縮
小を示し、ほぼ予期される傾向と一致した。ただし、その程度はそれぞれ
異なっており、達磨山基線が最も大きく、直交する日本平基線さえも類似
の傾向を示した。このことは圧縮が一様ではなく、また局部的な変動が重
なっていることを示すものと解釈される。
圧縮に転じた１９９４～６年ころには、これに重なって、年間期程度の揺ら
ぎが認められた。この時期には駿河湾北部でＭ５．１の地震が発生した。
日本平基線も、同一プレート上にないにも拘わらず類似の変動を示したこ
とは、駿河湾北部に別の歪みが存在したことを示すものである。これらの
揺らぎは現在には落ちついているようだ。
このように、駿河湾横断距離は、一定の縮小率を示すものではなく、時期
によって細かな変化が重畳していることがわかった。
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